
【口絵 7 】明妃出塞図（部分）　修理前

【口絵 6 】明妃出塞図（部分）　修理後
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【口絵 9 】明妃出塞図　表紙・巻姿　修理前

【口絵 8 】明妃出塞図　表紙・巻姿　修理後
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〈
修
理
報
告
〉

「
明
妃
出
塞
図
」（
阿
部
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

八
　
田
　
真
理
子

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
令
和
三
年
度
か
ら
二
カ
年
に
わ
た
っ
て
株
式
会
社
修
美
に
よ
り

実
施
さ
れ
た
「
明
妃
出
塞
図
」（
当
館
蔵
、
阿
部
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
以
下
、「
本

作
」
と
す
る
（
の
修
理
内
容
と
結
果
を
記
す
。
施
工
担
当
者
は
同
社
の
大
野
恭

子
氏
で
あ
る
。
本
事
業
で
は
本
紙
や
跋
の
解
体
修
理
に
加
え
、
表
紙
裂
と
織
紐

の
復
元
制
作
を
行
っ
た
た
め
、
併
せ
て
報
告
す
る
。

な
お
、
本
稿
は
当
館
が
修
理
期
間
中
に
複
数
回
実
施
し
た
修
理
監
督
に
お
い

て
得
ら
れ
た
知
見
と
、
修
美
よ
り
当
館
に
提
出
さ
れ
た
「
保
存
修
理
報
告
書
」

（
令
和
五
年
三
月
（、
な
ら
び
に
復
元
制
作
に
従
事
し
た
鳥
居
株
式
会
社
に
よ
る

「
表
装
裂
（
繻
珍
（
製
作
事
業
令
和
四
年
度
報
告
書
」（
令
和
五
年
一
月
（、「
表

装
裂
（
織
紐
（
製
作
事
業
令
和
四
年
度
報
告
書
」（
令
和
五
年
二
月
（
に
基
づ
く
。

本
稿
で
使
用
し
た
画
像
と
図
表
に
つ
い
て
、
本
体
修
理
に
関
し
て
は
修
美
、
表

装
裂
と
織
紐
製
作
に
関
し
て
は
鳥
居
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
提
供
を
受
け
た
。
報
告
者

に
よ
る
も
の
は
そ
の
旨
を
記
載
し
た
。

一　
《
明
妃
出
塞
図
》
に
つ
い
て

本
作
は
紙
本
墨
画
の
白
描
画
巻
で
あ
る
【
図
（
】。
寸
法
は
本
紙
が
縦
三
〇
・

五
、
幅
一
八
〇
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
跋
文
が
縦
三
〇
・
五
、
幅
三
一
九
・

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
制
作
年
代
は
金
ま
た
は
南
宋
時
代
と
み
ら
れ
、
本
紙
末

尾
に
墨
書
「
鎮
陽
宮
素
然
画
」
と
朱
文
方
印
「
招
撫
使
印
」
の
落
款
が
あ
り
、

宮
素
然
と
い
う
人
物
の
作
だ
と
わ
か
る
。

表
さ
れ
る
の
は
、
前
漢
元
帝
時
代
の
宮
女
王
昭
君
が
馬
に
乗
り
、
胡
人
に
連

れ
ら
れ
匈
奴
に
嫁
ぎ
ゆ
く
場
面
で
あ
る
。
背
景
に
は
淡
墨
で
雪
山
が
描
か
れ
る

が
後
補
で
あ
ろ
う
。
王
昭
君
の
故
事
は
『
漢
書
』
に
記
載
さ
れ
る
史
実
だ
が
、

や
が
て
脚
色
さ
れ
、
悲
劇
の
物
語
と
し
て
流
布
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
作
に
類

似
す
る
図
様
の
作
品
と
し
て
、
張
瑀
「
文
姫
帰
漢
図
」（
金
時
代
、
吉
林
省
博

物
館
蔵
（
が
あ
る
。

接
尾
に
は
明
人
三
名
の
跋
が
書
さ
れ
る
。
陸
勉
（
一
四
〇
四
～
一
四
八
五

～
？
（
が
王
安
石
「
明
妃
曲
」
二
首
を
二
紙
に
記
し
、
そ
の
後
に
張
錫
（
？
～

一
四
六
二
～
？
（
と
孫
寧
の
跋
が
一
紙
ず
つ
続
く
。
彼
ら
の
経
歴
に
つ
い
て
は

先
行
研
究
で
検
討
さ
れ
て
お
り
、
み
な
明
代
初
期
、
お
よ
そ
成
化
、
弘
治
年
間
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頃
の
人
物
と
み
ら
れ
る（

（
（

。
こ
れ
ら
跋
文
四
紙
は
、
い
ず
れ
も
染
料
で
染
め
た
竹

紙
に
雲
母
を
塗
布
し
た
も
の
で
あ
る
。
色
は
第
一
紙
が
濃
黄
、
第
二
紙
が
淡
藍
、

第
三
紙
が
濃
藍
、
第
四
紙
が
淡
黄
と
異
な
る
が
、
同
種
の
彩
箋
と
み
ら
れ
、
接

尾
の
筆
写
時
期
に
大
き
な
隔
た
り
は
な
い
だ
ろ
う
。

鑑
蔵
印
や
著
録
等
か
ら
、
清
初
の
梁
清
標
（
一
六
二
○
～
一
六
九
一
（、
清

末
の
景
其
濬
（
？
～
一
八
四
九
～
一
八
七
六
（、
陸
学
源
（
一
八
五
四
～
一
九

○
○
（、
民
国
の
完
顔
景
賢
（
一
八
七
五
～
一
九
三
一
（、
顔
世
清
（
一
八
六
八

～
一
九
二
八
（
の
手
に
渡
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
の
後
、
原
田
悟
朗
の
仲

介
に
よ
り
阿
部
房
次
郎
（
一
八
六
八
～
一
九
三
七
（
が
入
手
し
た
。
ま
た
、
長

尾
雨
山
に
よ
る
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
（
の
箱
書
を
伴
う
。

修
理
記
録
と
し
て
、「
昭
和
（7
年
3
月
（5
日　

文
化
財
保
護
法
に
依
り
修
理

了
る
」
と
の
ペ
ン
書
の
書
付
が
付
属
す
る（

（
（

。

二　

修
理
前
の
状
況

修
理
前
の
全
体
の
状
況
は
次
の
通
り
。
本
紙
の
主
な
損
傷
は
折
れ
【
図
（
】

と
糊
浮
き
【
図
3
】、
料
紙
繊
維
の
毛
羽
立
ち
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
本
紙
を

切
り
詰
め
た
う
え
で
継
ぎ
直
さ
れ
た
箇
所
が
あ
り
、
馬
や
人
物
の
表
現
が
一
部

欠
け
て
い
る
。
全
体
に
は
汚
れ
の
付
着
、
シ
ミ
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
玉
池
と

旧
裏
打
紙
と
の
間
に
糊
浮
き
が
み
ら
れ
た
【
口
絵
7
】。

跋
の
本
紙
で
は
、
雲
母
の
膠
着
力
が
全
体
的
に
低
下
し
剥
落
が
進
行
し
て
い

る
。
跋
天
地
の
旧
補
修
紙
に
は
、
跋
各
紙
の
色
調
で
補
彩
が
施
さ
れ
て
い
た
が
、

ム
ラ
が
あ
り
鑑
賞
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
た
。
跋
の
各
本
紙
は
糊
代
が
ほ
ぼ
設
け

ら
れ
ず
に
継
が
れ
て
い
た
た
め
、
旧
裏
打
紙
が
顕
わ
に
な
っ
た
箇
所
に
補
筆
が

な
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
っ
た
【
図
4
】。

本
紙
と
跋
と
も
に
折
れ
伏
せ
が
施
さ
れ
、
折
れ
伏
せ
の
紙
の
厚
み
で
本
紙
表

面
が
押
し
出
さ
れ
て
い
る
部
分
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
全
体
に
虫
損
が
あ
る
。

表
紙
裂
は
糸
の
ほ
つ
れ
、
摩
耗
、
退
色
が
進
行
し
て
い
た
【
口
絵
9
】。
巻

子
を
巻
く
た
め
の
褐
色
の
組
紐
が
、
八
双
の
根
本
の
表
紙
裂
に
切
り
込
み
を
入

れ
た
箇
所
に
通
さ
れ
て
い
た
が
、
か
つ
て
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ

る
織
紐
と
別
子
が
旧
内
箱
内
に
保
存
さ
れ
て
い
た
。
隔
水
部
分
の
総
裏
に
は
シ

ミ
が
集
中
し
て
発
生
し
て
い
た
。

以
下
で
詳
細
を
述
べ
る
。

（
一
）
本
紙
の
折
れ
伏
せ
に
よ
る
影
響

本
作
に
は
過
去
の
修
理
に
お
い
て
折
れ
伏
せ
（
折
れ
山
に
補
強
を
施
す
た
め

の
細
い
帯
状
の
紙
（
が
施
さ
れ
て
い
る
。
折
れ
伏
せ
自
体
は
通
常
の
修
理
で
も

行
わ
れ
る
処
置
だ
が
、
本
作
は
と
り
わ
け
本
紙
全
面
に
数
多
く
入
れ
ら
れ
て
い

た
【
図
5
】。

こ
れ
に
よ
り
次
の
よ
う
な
損
傷
が
誘
引
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
折
れ
伏
せ
と

肌
裏
紙
の
段
差
が
生
じ
、
折
れ
の
原
因
に
な
っ
た
。
ま
た
、
折
れ
伏
せ
に
よ
り

本
紙
表
面
に
凹
凸
が
生
じ
、
開
閉
に
よ
る
摩
擦
が
強
ま
り
、
料
紙
繊
維
の
毛
羽

立
ち
を
促
し
た
。

（
二
）
本
紙
の
欠
失

折
れ
や
切
り
詰
め
に
よ
っ
て
画
が
部
分
的
に
欠
失
し
て
い
た
。

本
紙
に
は
、
前
述
し
た
折
れ
伏
せ
等
に
よ
る
比
較
的
新
し
い
折
れ
の
ほ
か
に
、

上
下
半
分
に
畳
ま
れ
た
よ
う
な
直
線
的
な
横
折
れ
跡
が
あ
る
。
各
紙
で
折
れ
跡

の
位
置
に
は
多
少
の
ズ
レ
が
あ
る
た
め
、
紙
ご
と
に
畳
ま
れ
て
い
た
と
み
ら
れ

る
。
折
れ
の
谷
部
分
で
は
本
紙
繊
維
の
毛
羽
立
ち
と
欠
失
が
あ
り
、
繊
維
の
欠

失
に
伴
い
墨
線
が
失
わ
れ
た
箇
所
が
あ
る
。
第
二
紙
の
明
妃
の
馬
を
牽
く
人
物
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の
目
と
頭
巾
、
そ
の
後
に
続
く
黒
馬
等
を
含
め
た
水
平
の
部
分
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
部
分
の
料
紙
に
は
直
接
補
筆
が
な
さ
れ
て
い
る
【
図
6
】。

切
り
詰
め
は
次
の
部
分
に
み
ら
れ
る
。
第
一
紙
冒
頭
の
馬
の
た
て
が
み
は
一

部
欠
失
し
て
い
る
。
な
お
、
狭
ま
っ
た
巻
頭
の
間
隔
を
調
整
す
る
た
め
か
、
巻

頭
と
隔
水
の
間
に
補
修
紙
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
第
一
紙
の
巻

頭
よ
り
二
番
目
の
馬
の
右
前
足
が
欠
失
し
て
い
る
。
第
一
・
二
紙
間
で
は
、
梁

清
標
の
朱
文
方
印
「
棠
邨
」
が
第
二
紙
で
切
り
詰
め
ら
れ
た
ほ
か
【
図
7
】、

同
じ
切
り
詰
め
に
よ
っ
て
第
二
紙
冒
頭
の
胡
人
の
袖
の
輪
郭
線
が
欠
失
し
、
墨

線
で
補
筆
さ
れ
て
い
る
【
図
6
】。
第
三
紙
末
尾
で
は
馬
の
尾
の
先
が
切
れ
て

い
る
。
第
三
・
四
紙
の
間
に
跨
る
同
じ
く
「
棠
邨
」
印
も
や
は
り
第
四
紙
で
切

り
詰
め
が
あ
る
【
図
8
】。

（
三
）
料
紙
繊
維
の
毛
羽
立
ち

本
紙
の
表
面
全
体
に
料
紙
繊
維
の
毛
羽
立
ち
が
生
じ
、
そ
れ
に
伴
い
墨
の
乗

る
繊
維
の
剥
落
が
進
行
し
て
い
た
【
図
9
・
（0
】。
毛
羽
立
ち
は
、
経
年
で
料

紙
繊
維
が
脆
弱
化
し
、
繊
維
間
の
水
素
結
合
が
解
か
れ
、
そ
の
状
態
で
開
閉
さ

れ
た
際
に
総
裏
紙
と
擦
れ
る
こ
と
で
発
生
し
て
い
る
。

（
四
）
相
剥
ぎ

旧
肌
裏
紙
を
除
去
し
た
と
こ
ろ
、
本
紙
第
一
紙
の
裏
面
が
薄
く
剥
が
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
た
【
図
（（
】。
こ
こ
に
は
過
去
の
修
理
に
お
い
て
、
厚
さ

調
整
の
た
め
の
補
強
紙
が
当
て
ら
れ
て
い
た
。
第
一
紙
表
面
の
馬
の
尾
に
は
一

部
欠
失
が
あ
る
が
、
裏
面
の
補
強
紙
に
補
筆
が
な
さ
れ
て
い
る
【
図
（（
】。

（
五
）
接
尾
の
順
序

本
作
に
は
本
紙
巻
頭
か
ら
跋
末
尾
に
至
る
ま

で
、
画
面
縦
半
ば
の
水
平
位
置
に
、
お
よ
そ
等

間
隔
の
虫
損
が
認
め
ら
れ
る
【
図
（3
】。

修
理
過
程
で
計
測
さ
れ
た
虫
損
痕
の
幅
は
表

（
の
通
り
。
本
紙
全
体
お
よ
び
跋
の
同
一
紙
ご

と
で
、
幅
の
数
値
は
巻
頭
か
ら
巻
末
に
か
け
て

一
～
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ず
つ
減
少
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
閉
じ
た
円
筒
型
の
状
態
で
外
か
ら

内
に
向
か
っ
て
虫
に
紙
を
喰
わ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
跋
の
各
本
紙
を
比
較
す
る
と
、

数
値
は
順
に
減
少
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

虫
損
が
発
生
し
た
時
点
で
、
跋
は
現
状
と
異
な

る
順
序
で
表
装
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

虫
損
の
幅
か
ら
順
序
を
復
元
す
る
と
、
跋
第
二
紙
（
陸
勉
書
王
安
石
詩
②
（

→
跋
第
一
紙
（
陸
勉
書
王
安
石
詩
①
（
→
跋
第
四
紙
（
孫
寧
（
→
跋
第
三
紙
（
張

錫
（
と
な
る
。
現
状
の
前
後
二
紙
ず
つ
で
逆
転
し
て
い
た
。

な
お
、
現
状
の
紙
継
ぎ
部
分
に
梁
清
標
の
朱
文
方
印
「
棠
邨
」
と
白
文
方
印

「
蕉
林
居
士
」、
陸
学
源
の
白
文
方
印
「
学
源
長
寿
」
が
あ
り
、
跋
第
三
紙
の
上

部
両
端
に
そ
れ
ぞ
れ
左
右
を
半
欠
し
た
朱
文
方
印
「
棠
邨
」
の
印
影
が
確
認
さ

れ
る
【
図
（4
・
（5
】。
同
一
人
物
に
お
け
る
半
欠
の
印
影
と
、
ほ
ぼ
完
存
す
る

印
影
が
共
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
度
捺
印
し
た
状
態
の
も
の
を
解
体
し
、

再
度
捺
印
し
た
時
期
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
梁
清
標
の
も
と
で
少
な
く
と
も

一
度
は
改
装
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
跋
の
順
が
虫
損
被
害
を
受

け
た
時
点
か
ら
現
状
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
。

表 1 　虫損の間隔（報告者作成）

箇所 内容 虫損の間隔（㎜）

本紙 画 （（.0、（0.6、（0.5、（0.（、（0.0、（9.8、
（9.7、（9.6、（9.4

跋第一紙 陸勉書王安石詩① （7.7、（7.4、（7.（、（7.0、（6.8、（6.6
跋第二紙 陸勉書王安石詩② （9.0、（8.7、（8.5、（8.4
跋第三紙 張錫跋 （4.6、（4.5、（4.3
跋第四紙 孫寧跋 （6.（、（5.9
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
な
ぜ
跋
の
順
番
が
異
な
っ
て
い
た
の
か
。
跋
に
は
年
記
が

な
く
、
筆
者
三
名
は
皆
近
し
い
時
期
に
活
動
し
た
江
南
の
文
人
と
み
ら
れ
、
筆

記
順
の
手
が
か
り
は
な
い
。
ま
た
、
跋
を
書
す
前
に
継
が
れ
て
い
た
紙
が
喰
わ

れ
、順
序
を
変
え
て
着
跋
さ
れ
た
可
能
性
も
な
く
は
な
い
。
陸
勉
は
王
安
石「
明

妃
曲
」
二
首
を
第
一
・
二
紙
に
そ
れ
ぞ
れ
其
一
・
二
の
順
で
記
し
、
落
款
も
其

二
の
後
に
書
し
て
い
る
た
め
、
現
状
の
順
序
は
自
然
な
も
の
で
あ
る
。
単
な
る

誤
り
以
外
の
理
由
を
あ
え
て
考
え
る
な
ら
ば
、「
明
妃
曲
」
其
二
は
明
妃
が
匈

奴
に
嫁
ぎ
胡
人
と
合
流
す
る
場
面
を
描
き
、
ま
た
漢
宮
の
侍
女
と
琵
琶
の
モ

テ
ィ
ー
フ
を
織
り
込
ん
だ
内
容
で
あ
る
た
め
、
漢
宮
を
出
発
す
る
場
面
と
匈
奴

で
の
暮
ら
し
を
詠
う
其
一
に
比
し
て
本
作
の
絵
画
内
容
に
よ
り
合
致
す
る
と
判

断
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
第
三
・
四
紙
の
逆
転
に
つ
い
て
も
理
由

は
定
か
で
な
い
が
、
易
元
吉
「
猴
猫
図
」（
台
北
・
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
（
に

は
張
錫
跋
と
梁
清
標
の
鑑
蔵
印
が
あ
る
た
め
、
梁
が
順
序
を
現
状
の
よ
う
に
変

更
す
る
改
変
に
関
わ
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
張
錫
を
何
ら
か
の
縁
か
ら
重
視
し

て
手
前
に
引
き
出
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
現
段
階
で
は
改
変

理
由
を
不
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

三　

修
理
内
容

こ
の
た
び
は
全
体
を
解
体
す
る
根
本
修
理
を
行
い
、
本
紙
の
状
態
を
安
定
さ

せ
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
た
。
な
お
、
本
紙
の
風
合
い
を
保
つ
た
め
に
は
水

の
使
用
を
極
力
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
作
は
毛
羽
立
っ
た
繊
維
の

剥
落
が
深
刻
で
あ
っ
た
た
め
、
繊
維
を
再
び
水
素
結
合
さ
せ
る
た
め
に
も
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
や
肌
裏
除
去
、
裏
打
ち
の
際
に
、
最
小
限
の
水
を
使
用
す
る
こ
と

と
し
た
。

実
施
し
た
主
な
処
置
は
次
の
通
り
。
剥
落
止
め
を
施
し
た
う
え
で
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
の
た
め
、
本
紙
を
吸
取
紙
（
バ
ー
ジ
ン
パ
ル
プ
紙
（
の
上
に
載
せ
、
濾

過
水
を
噴
霧
し
汚
れ
を
吸
取
紙
に
吸
収
さ
せ
た
【
図
（6
】。
墨
層
を
強
化
さ
せ

る
た
め
、
膠
着
力
の
状
態
と
各
顔
料
の
特
性
等
を
考
慮
し
て
濃
度
を
調
整
し
た

膠
水
溶
液
を
筆
で
塗
布
含
浸
さ
せ
た
【
図
（7
】。
旧
肌
裏
紙
は
全
て
除
去
し
た

【
図
（8
】。
本
紙
の
欠
失
箇
所
に
は
、
本
紙
と
同
紙
の
補
修
紙
に
よ
っ
て
補
修
を

施
し
た
【
図
（9
】。
肌
裏
紙
と
し
て
本
紙
の
色
調
に
合
わ
せ
て
染
色
し
た
薄
美

濃
紙
を
新
調
し
、
小
麦
澱
粉
糊
（
新
糊
（
を
用
い
て
肌
裏
打
ち
を
行
っ
た
【
図

（0
】。
折
れ
の
箇
所
や
折
れ
の
恐
れ
の
あ
る
箇
所
に
は
、
楮
紙
と
新
糊
を
用
い

て
折
れ
伏
せ
を
施
し
た
【
図
（（
】。
補
修
を
施
し
た
箇
所
に
、
本
紙
基
調
色
の

補
彩
を
施
し
た
【
図
（（
】。

表
装
に
関
し
て
は
、
原
則
と
し
て
可
能
な
部
分
は
再
使
用
す
る
が
、
劣
化
し

強
度
に
問
題
の
あ
る
も
の
は
新
調
し
、
仕
上
げ
を
行
っ
た
【
図
（3
】。

ま
た
、
修
理
過
程
で
採
取
さ
れ
た
紙
片
に
よ
り
、
高
知
県
立
紙
産
業
技
術
セ

ン
タ
ー
に
繊
維
組
成
の
試
験
を
依
頼
し
た
。

以
下
、
特
記
事
項
を
述
べ
る
。

（
一
）
補
強
紙
の
除
去
方
針
に
つ
い
て

本
紙
第
一
紙
に
お
い
て
、
馬
の
尻
尾
の
一
部
で
本
紙
表
面
が
欠
失
し
、
裏
面

に
あ
て
ら
れ
た
補
強
紙
に
補
筆
が
施
さ
れ
て
い
た
【
図
（（
】。

今
日
の
修
理
の
原
則
と
し
て
は
、
本
来
の
表
現
で
は
な
い
補
筆
は
除
去
す
べ

き
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
該
部
分
の
補
筆
は
本
紙
に
即
し
た
繊
細
な
表
現
を
示

し
て
お
り
、
除
去
し
た
場
合
に
は
墨
線
に
よ
る
表
現
の
な
か
に
白
地
が
目
立
つ

こ
と
で
鑑
賞
に
影
響
を
き
た
す
と
思
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
文
化
庁
の
確
認
を
得

た
う
え
で
、
他
の
補
強
紙
は
除
去
す
る
が
、
補
筆
が
施
さ
れ
た
当
該
部
分
の
補

強
紙
の
除
去
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
。
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（
二
）
表
装

表
紙
裂
は
開
閉
の
た
び
に
糸
の
欠
落
が
進
む
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
再
使
用

せ
ず
復
元
新
調
し
た
【
口
絵
8
・
9　

後
述
】。
見
返
し
は
再
使
用
し
た
。
紐

は
旧
内
箱
の
中
に
保
管
さ
れ
て
い
た
織
紐
に
基
づ
き
復
元
新
調
し
【
図
（4　

後

述
】、
あ
ら
か
じ
め
八
双
に
埋
め
込
ん
だ
真
鍮
線
に
通
し
て
取
り
付
け
た
。

軸
片
、
別
子
は
元
の
も
の
を
再
使
用
し【
図
（4
】、
八
双
、
軸
木
は
新
調
し
た
。

軸
片
は
端
が
半
球
形
に
膨
れ
た
柱
状
で
あ
る
【
図
（5
】。
中
国
巻
子
の
軸
片
の

多
く
は
面
が
平
ら
な
円
盤
状
を
し
て
お
り
、
小
口
と
面
揃
え
の
位
置
に
装
着
さ

れ
て
い
る
。【
図
（6
】
に
例
示
し
た
龔
開
「
駿
骨
図
」（
当
館
蔵　

阿
部
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
（
に
み
ら
れ
る
形
状
が
清
代
の
表
装
の
通
例
で
あ
り
、
本
作
は
特
異
な

事
例
と
い
え
よ
う
。
今
後
類
例
の
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
三
）
玉
池

本
作
の
玉
池
に
は
茶
色
に
染
色
し
た
薄
い
楮
紙
を
折
り
込
ん
で
取
り
付
け
た
。

中
国
巻
子
の
玉
池
に
は
し
ば
し
ば
染
紙
や
絹
の
覆
輪
が
付
く
。
本
作
の
修
理

前
は
天
地
を
断
ち
切
ら
れ
て
お
り
、
糊
浮
き
が
生
じ
て
い
た
。
ま
た
、
館
蔵
の

阿
部
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
事
例
が
確
認
さ
れ
た
。

龔
開
「
駿
骨
図
」
で
は
、
染
紙
が
裏
面
に
折
り
返
さ
れ
、
そ
の
上
に
総
裏
紙
が

当
て
ら
れ
る
。
本
作
も
も
と
は
こ
の
よ
う
に
覆
輪
が
取
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、

後
の
修
理
時
に
天
地
が
切
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
五
星
二
十
八
宿
神
形

図
」
も
「
駿
骨
図
」
と
同
様
だ
が
、
折
り
返
し
の
山
部
分
が
広
範
囲
に
わ
た
り

擦
り
切
れ
て
い
た
。
開
閉
の
際
に
小
口
を
擦
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
燕

文
貴
「
江
山
楼
観
図
」
は
、
本
紙
の
天
地
に
継
い
だ
絹
が
裁
ち
切
ら
れ
て
お
り
、

強
度
が
弱
い
た
め
か
天
地
に
欠
損
が
生
じ
て
い
た
。

今
回
は
こ
う
し
た
事
例
を
踏
ま
え
、
紙
の
厚
み
は
巻
い
た
際
に
遊
び
が
生
じ

な
い
よ
う
薄
い
も
の
と
し
た
う
え
で
、
裏
面
に
耳
折
り
す
る
通
常
の
形
式
を
選

択
し
た
。

（
四
）
尾
紙

作
品
の
開
閉
に
よ
っ
て
受
け
る
本
紙
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
掛
幅
や

巻
子
の
修
理
で
は
し
ば
し
ば
、
軸
木
に
被
せ
る
太
巻
を
作
成
し
て
巻
く
径
を
太

く
す
る
。
本
作
で
も
太
巻
の
作
成
を
検
討
し
た
が
、
尾
紙
の
処
置
で
太
巻
に
近

い
効
果
が
得
ら
れ
る
た
め
、
太
巻
は
作
成
せ
ず
に
尾
紙
を
修
理
前
よ
り
も
長
く

巻
き
付
け
糊
付
け
し
、
軸
径
を
太
く
し
た
【
図
（7
】。

ま
た
、
太
巻
を
付
け
な
い
こ
と
で
、
先
述
し
た
特
殊
な
軸
片
が
展
示
の
形
態

を
問
わ
ず
提
示
で
き
る
。
太
巻
を
装
着
す
れ
ば
、
作
品
を
末
尾
ま
で
展
開
し
て

太
巻
を
外
さ
な
け
れ
ば
軸
片
は
見
え
に
く
い
た
め
で
あ
る
。

（
五
）
保
存

軸
径
を
太
く
し
た
こ
と
で
元
の
中
箱
に
収
ま
ら
な
く
な
っ
た
た
め
、
羽
二
重

の
包
裂
と
と
も
に
桐
屋
郎
箱
を
新
調
し
納
入
し
た
。
さ
ら
に
、
新
調
し
た
紅
溜

漆
塗
の
差
込
箱
に
納
め
た
【
図
（8
・
（9
】。

（
六
）
料
紙
試
験
結
果

料
紙
試
験
は
極
微
量
の
繊
維
を
採
取
し
て
顕
微
鏡
下
で
観
察
し
繊
維
を
比
定

す
る
「
紙
，
板
紙
及
び
パ
ル
プ
―
繊
維
組
成
試
験
方
法
（P	8（（0

（」
に
よ
る
。

同
試
験
を
実
施
し
た
高
知
県
立
紙
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

本
紙
（
第
一
紙
（
は
楮
繊
維
・
稲
わ
ら
繊
維
の
混
合
、
接
尾
本
紙
は
竹
繊
維
で

あ
っ
た
。
肌
裏
紙
は
青
檀
繊
維
・
イ
ネ
科
の
植
物
の
繊
維
の
混
合
、
二
回
目
肌

裏
紙
は
楮
繊
維
・
針
葉
樹
さ
ら
し
化
学
パ
ル
プ
・
稲
わ
ら
繊
維
の
混
合
で
あ
っ
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た
【
図
30
～
33　

同
試
験
で
は
染
色
後
の
呈
色
も
判
断
材
料
と
な
る
が
、
本
稿

で
は
都
合
上
白
黒
と
な
る
】。

以
上
の
処
置
を
実
施
し
た
結
果
、
本
紙
・
跋
い
ず
れ
も
折
れ
が
解
消
さ
れ
、

画
面
が
一
段
明
る
く
な
り
、
繊
細
な
墨
の
表
現
が
明
瞭
に
な
っ
た
【
図
34
】。

ま
た
、
紙
継
ぎ
の
浮
き
や
開
き
が
閉
じ
た
こ
と
で
、
開
閉
時
に
料
紙
を
損
傷
す

る
危
険
性
が
下
が
っ
た
【
図
35
・
36
】。
毛
羽
立
ち
は
、
修
理
時
に
水
を
使
用

し
圧
着
さ
せ
た
こ
と
で
再
び
水
素
結
合
し
、
改
善
さ
れ
た
【
図
37
・
38
】。

四
　
表
紙
裂
の
復
元
制
作

表
紙
裂
と
織
紐
の
復
元
事
業
は
、
本
作
の
修
理
を
実
施
し
た
株
式
会
社
修
美

と
、
表
装
裂
の
卸
業
で
あ
り
織
物
の
製
図
か
ら
機
織
り
も
手
掛
け
る
鳥
居
株
式

会
社
の
尽
力
に
よ
り
実
現

し
た
。

ま
ず
本
章
で
は
表
紙
裂

の
復
元
事
業
の
概
要
を
記

す
。
本
事
業
で
設
計
・
製

織
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い

た
従
事
者
は
表
2
に
挙
げ

た
方
々
で
あ
る
。

（
一
）
表
紙
裂
原
本
に
つ
い
て

表
紙
裂
原
本
【
口
絵
9
】
は
、
寸
法
が
縦
三
一
・
五
、
幅
二
一
・
二
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
で
、
景
其
濬
に
よ
る
題
簽
が
貼
ら
れ
て
い
た
。
図
様
は
左
右
対
称
で
、

中
央
に
は
宝
珠
を
中
心
に
二
頭
の
龍
が
向
か
い
合
う
団
龍
文
が
表
さ
れ
、
そ
の

上
方
に
は
宝
傘
の
よ
う
に
も
見
え
る
不
詳
の
モ
テ
ィ
ー
フ
、
下
方
に
は
丁
字
、

さ
ら
に
そ
の
上
下
に
雲
気
と
大
ぶ
り
の
牡
丹
文
が
配
さ
れ
る
。

現
状
で
は
全
体
が
褐
色
に
色
褪
せ
て
い
る
が
、
文
様
の
輪
郭
は
白
く
残
存
す

る
。
こ
の
輪
郭
部
分
は
箔
糸
の
ベ
ー
ス
と
な
る
箔
紙
で
あ
り
、
金
属
は
ほ
ぼ
剥

落
し
て
い
る
。
本
来
、
各
文
様
は
箔
の
地
金
の
色
で
縁
取
ら
れ
、
内
部
が
色
糸

で
表
現
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
糸
は
、
機
械
化
さ
れ
る
以
前
の
製
糸
方
法

で
あ
る
座
繰
り
で
製
糸
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
経
糸
は
太
さ
が
疎
ら
で
均
一
で
は

な
い
が
、
撚
り
が
あ
っ
た
た
め
比
較
的
残
存
し
て
い
た
。
一
方
、
緯
糸
は
撚
り

糸
が
使
用
さ
れ
ず
堅
牢
性
は
低
く
、
ほ
ぼ
劣
化
し
消
失
し
て
お
り
、
特
に
布
表

面
で
は
部
分
的
に
し
か
残
存
し
て
い
な
い
【
図
39
・
40
】。

図
様
は
左
右
対
称
だ
が
、
左
右
の
把
釣
は
同
一
で
は
な
く
不
規
則
で
あ
っ
た
。

場
所
に
よ
り
緯
糸
密
度
が
均
一
で
は
な
く
、
裂
地
の
歪
み
が
あ
っ
た
。

色
彩
に
関
し
て
、
経
糸
は
裏
面
や
奥
ま
っ
た
箇
所
か
ら
、
や
や
濃
い
朱
色
で

あ
っ
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
た
。
緯
糸
に
つ
い
て
は
、
裏
面
の
視
認
調
査
か
ら
、

糸
の
太
さ
や
性
質
、
色
調
に
関
す
る
手
が
か
り
が
次
の
よ
う
に
得
ら
れ
た
。
緯

糸
の
構
成
は
地
緯
以
外
の
五
色
と
箔
糸
で
あ
っ
た
。
高
濃
度
の
天
然
染
料
と
鉄

媒
染
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
濃
茶
系
の
糸
の
劣
化
は
激
し
い
が
、
藍
で
染
め
ら

れ
た
青
系
、
青
緑
系
は
、
裏
面
の
み
比
較
的
色
彩
が
残
っ
て
い
た
。
箔
に
つ
い

て
は
、
残
存
す
る
金
属
粉
の
厚
み
や
黒
褐
色
の
色
調
か
ら
錫
箔
と
推
定
し
た
が
、

接
着
成
分
の
劣
化
か
ら
ほ
ぼ
剥
落
し
て
い
る
。

織
物
と
し
て
基
本
を
構
成
す
る
地
組
織
は
、
変
則
的
な
六
枚
繻
子
で
あ
っ
た
。

表 2　表紙裂復元事業の従事者

業務 事業者名 氏名 （敬称略）

調査・分析
鳥居株式会社 田中淳史 谷口正

亀井綜絖株式会社 亀井剛
株式会社小笹紋工所 小笹祐嗣 小笹喜瑛

生糸供給 松田商事株式会社 松田光弘
箔製造 鳥原商店 鳥原善博 鳥原雄治

草木染色 福本染工 福本久人
織物設計 鳥居株式会社 谷口正
綜絖制作 亀井綜絖株式会社 亀井剛 福田佐季
紋意匠 小笹紋工所 小笹祐嗣 小笹喜瑛
整経 沼田整経 沼田精史
製織 広信織物有限会社 広瀬純一 広瀬貴史

機設備調整 三宅機料店 松尾繁
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ま
た
、
箔
と
緯
糸
を
綴
じ
る

た
め
の
カ
ラ
ミ
糸
も
認
め
ら

れ
、
設
計
の
工
夫
が
窺
え
た

（
表
3
（。

製
織
時
期
に
つ
い
て
、
経

年
変
化
の
程
度
や
伝
来
か
ら

報
告
者
は
清
時
代
の
も
の
と

考
え
る
が
、
よ
り
具
体
的
な

時
期
は
他
の
作
例
と
と
も
に

染
織
史
の
観
点
か
ら
も
包
括

的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。

（
二
）
復
元
設
計
・
制
作

復
元
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
製
作
当
初
の
姿
の
再
現
を
目
標
と
し
、
上
述
の

調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
各
項
目
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
調
査
・
設
計
は
令
和
四

年
四
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
、
完
成
品
の
製
織
は
同
年
十
月
か
ら
十

一
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
。
以
下
、
設
計
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
る
。
な
お
、

文
末
に
一
部
の
項
目
の
詳
細
を
ま
と
め
た
。

生
糸
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
。
原
本
は
手
作
業
で
製
糸
さ
れ
て
い
る
た
め
、

不
均
一
な
経
糸
に
よ
る
揺
ら
ぎ
が
備
わ
っ
て
い
る
。
復
元
で
現
代
の
流
通
糸
を

そ
の
ま
ま
用
い
る
と
、
均
一
な
織
上
が
り
と
な
り
、
原
本
と
差
異
が
生
じ
て
し

ま
う
。
そ
の
た
め
、
一
般
的
な
流
通
糸
の
中
か
ら
太
さ
と
撚
り
の
異
な
る
糸
を

四
種
混
ぜ
る
こ
と
で
、
擬
似
的
に
揺
ら
ぎ
を
表
す
こ
と
と
し
た
。

染
色
は
、
天
然
染
料
を
用
い
て
、
調
査
に
基
づ
く
原
本
制
作
当
時
の
色
調
の

再
現
を
目
指
し
た
。
経
糸
は
先
行
し
て
天
然
染
料
で
染
め
た
。
緯
糸
は
サ
ン
プ

ル
織
の
段
階
で
は
化
学
染
料
で
染
め
た
も
の
を
用
い
、
配
色
や
文
様
を
表
す
絵

緯
の
合
わ
せ
本
数
等
を
確
認
し
、
そ
の
後
、
改
め
て
天
然
染
料
で
染
色
し
た
絵

緯
を
製
織
に
用
い
た
。
色
の
選
定
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

箔
は
原
本
で
は
錫
箔
と
推
定
さ
れ
た
が
、
復
元
で
は
全
体
の
色
調
に
ふ
さ
わ

し
い
銀
箔
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
輝
き
を
落
ち
着
か
せ
る
た
め
、

引
き
箔
用
和
紙
に
銀
箔
を
押
し
た
上
に
カ
ー
ボ
ン
入
り
黒
漆
を
ヘ
ラ
で
練
り
込

み
、
和
紙
で
拭
き
取
る
こ
と
で
、
黒
味
の
あ
る
銀
の
平
箔
を
制
作
し
た
。

意
匠
は
、
原
本
画
像
を
も
と
に
、
原
本
の
歪
み
を
考
慮
し
な
が
ら
輪
郭
を
起

こ
し
、
文
様
が
明
瞭
に
見
え
る
よ
う
欠
失
箇
所
を
補
填
し
、
修
正
を
重
ね
て
製

紋
し
た
。

織
組
織
は
原
本
と
同
じ
組
織
（
表
3
（
で
組
ん
だ
。
地
組
織
は
経
六
枚
繻
子

と
し
、
絵
緯
お
よ
び
箔
は
別
絡
緯
三
枚
斜
文
と
し
た
。
綜
絖
は
、
織
組
織
の
ほ

か
、
文
様
の
リ
ピ
ー
ト
幅
や
経
糸
密
度
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
設
計
し
た
。

整
経
は
、
部
分
整
経
機
を
用
い
て
行
っ
た
。
多
品
種
の
経
糸
を
用
い
て
も
通

常
の
部
分
整
経
法
で
準
備
す
る
と
規
則
正
し
い
整
経
と
な
る
。
復
元
で
は
、
原

本
の
備
え
る
揺
ら
ぎ
か
ら
生
じ
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
再
現
も
目
指
し
た
た
め
、
枠

立
を
適
宜
並
べ
替
え
る
こ
と
で
、
整
い
す
ぎ
ず
不
規
則
感
が
出
る
よ
う
に
し
た
。

製
織
の
段
階
で
報
告
者
は
見
学
が
か
な
い
、
文
様
図
面
と
実
際
の
織
り
が
都
度

確
認
さ
れ
な
が
ら
慎
重
に
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
様
子
を
確
認
し
た
【
図
4（
】。

（
三
）
色
の
選
定

当
館
は
各
工
程
の
内
容
と
進
捗
の
報
告
を
受
け
る
と
と
も
に
、
上
述
の
設
計

の
う
ち
糸
の
色
の
選
定
に
加
わ
っ
た
。
本
項
に
そ
の
経
緯
と
所
感
を
特
記
し
て

表 3 　表紙裂原本の織組織

地経 絡経

地緯

経六枚変則繻子 緯三枚斜文

絵緯、紋緯 ―

緯三枚斜文
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お
き
た
い
。

表
紙
裂
は
面
積
の
広
い
地
の
色
が
印
象
を
大
き
く
左
右
す
る
。
原
本
の
地
色

と
な
る
経
糸
は
、
鳥
居
の
分
析
か
ら
朱
色
で
あ
っ
た
と
判
明
し
た
が
、
当
時
の

具
体
的
な
色
調
ま
で
は
断
定
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
Ｃ
Ｇ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
と
染
糸
サ
ン
プ
ル
か
ら
色
調
を
決
定
し
て
い
っ
た
。

ま
ず
主
な
選
択
肢
と
し
て
挙
が
っ
た
の
は
、
原
本
の
退
色
具
合
か
ら
も
可
能

性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
橙
色
に
近
い
黄
味
の
あ
る
朱
色
と
、
青
味
の
あ
る
赤
色

と
い
う
二
つ
の
方
向
性
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
箔
糸
に
縁
ど
ら
れ
た
大

ぶ
り
な
文
様
と
の
調
和
、
本
紙
で
あ
る
明
妃
出
塞
図
の
白
描
に
よ
る
繊
細
な
画

面
と
の
対
比
を
総
合
的
に
検
討
し
、
前
者
の
橙
色
に
近
い
色
味
を
選
ん
だ
。
さ

ら
に
同
系
統
の
色
糸
か
ら
、
本
作
の
品
格
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
典
雅
な

色
調
に
絞
り
込
ん
で
い
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
鮮
や
か
で
大
胆
な
清
朝
の
染
織

ら
し
さ
に
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
も
ま
と
っ
た
、
華
や
か
な
表
紙
裂
が
完
成

し
た
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
経
年
変
化
の
効
果
も
想
定
し
て
い
る
。
今
後
は
以
前
よ
り
も
劣
化
を

防
ぐ
に
適
切
な
温
湿
度
や
照
度
が
遵
守
さ
れ
て
い
く
は
ず
だ
が
、
こ
れ
か
ら
数

百
年
に
わ
た
り
本
作
を
保
護
し
て
い
く
な
か
で
、
天
然
染
色
に
よ
る
糸
の
色
は

ゆ
る
や
か
に
褪
せ
、
銀
箔
は
黒
変
す
る
だ
ろ
う
。
現
段
階
で
は
派
手
や
か
と
も

感
じ
さ
せ
る
本
表
紙
裂
の
華
や
ぎ
は
や
が
て
落
ち
着
き
、
古
色
あ
る
新
た
な
魅

力
を
備
え
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

五　

織
紐
の
復
元
制
作

本
章
で
は
織
紐
の
復
元
事
業
の
概
要
を
記
す
。
本
事
業
で
設
計
・
製
織
に
携

わ
っ
て
い
た
だ
い
た
従
事
者
は
表
4
に
挙
げ
た
方
々
で
あ
る
。

（
一
）
織
紐
原
本
に
つ
い
て

織
紐
原
本
【
図
（4
】
は
、
寸
法
が
幅
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
約
一
八
〇
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
。
図
様
は
、
波
文
に
花
文
と
分
銅
・
犀
角
・
宝
巻
・
珊
瑚
・
銭
・

火
焔
宝
珠
・
丁
子
・
玉
磬
（
別
子
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
箇
所
か
ら
確
認
さ

れ
る
順
序
（
が
配
さ
れ
る
「
落
花
流
水
八
宝
文
」
で
あ
る
。
同
文
の
織
紐
は
中

国
巻
子
、
と
り
わ
け
清
朝
内
府
旧
蔵
品
に
多
く
、
当
館
の
阿
部
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
う
ち
清
宮
伝
来
の
、
易
元
吉
「
聚
猿
図
」
に
紫
色
と
牙
色
、
龔
開
「
駿
骨
図
」

に
赤
色
と
牙
色
、
鄭
思
肖
「
墨
蘭
図
」
に
茶
褐
色
と
黄
色
の
組
み
合
わ
せ
等
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
文
様
の
密
度
や
表
現
に
は
差
異
が
あ
る（

3
（

。

原
本
の
紐
は
経
緯
と
も
各
二
色
で
組
織
し
、
表
裏
反
対
色
で
文
様
を
形
成

す
る
平
組
織
の
風
通
で
織

ら
れ
る
。
織
物
組
織
の
リ

ピ
ー
ト
サ
イ
ズ
は
幅
八
・

〇
、
縦
八
六
・
〇
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
。
密
度
は
曲
一

寸
あ
た
り
経
糸
が
一
二
〇

本
、
緯
糸
が
八
六
横
。
糸

の
太
さ
は
大
き
く
異
な
り

均
一
で
は
な
い
。
現
状
の

色
は
茶
褐
色
と
黄
色
を
呈

し
、
茶
褐
色
は
緑
系
か
ら

退
色
し
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。
こ
の
ほ
か
素
材
の

調
査
結
果
は
表
5
の
通
り
。

表 4 　織紐復元事業の従事者

業務 事業者名 氏名	（敬称略）
調査・分析 鳥居株式会社 田中淳史 谷口正
生糸供給 松田商事株式会社 松田光弘
草木染色 福本染工 福本久人
織物設計 鳥居株式会社 谷口正
紐機設計 鳥居株式会社 谷口正
綜絖制作 亀井綜絖株式会社 亀井剛 福田佐季
紋意匠 鳥居株式会社 谷口正
紋紙制作 庄紋紙店 庄幹男
整経 沼田整経 沼田精史

製織
鳥居株式会社 谷口正
後藤織物 後藤文孝

機設備調整 三宅機料店 松尾繁
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